
金 セハ （2009 年度交換留学生、慶南大学校） 

 こんにちは、韓国からの交換留学生の金セハです。私にとって山口は第二のふるさとです。山口で

出会った色んな人々との交流、日本文化体験は忘れない宝物です。はじめの頃は日本語もよく知らな

かったし、日本での勉強のやり方も韓国に比べて違うものもあったので大変でしたが、徐々に乗り越

えながら成長するようになったと思います。学校の授業の中でゼミという授業がありますが、韓国に

はない授業の形なので面白かったです。ゼミ生と先生が自由に意見を交換しながら討論したり、特に

私のゼミはフィールドワークもあったので、もっと深い部分まで見れたと思います。夏にはグローバ

ル学生交流プログラムというものがあって、その時、通訳補助者として参加しました。そのプログラ

ムは姉妹大学から来た中国韓国学生たちが 3 週間の語学・文化体験をするので、日本学生だけではな

く、多くの留学生たちと交流することができて楽しかったです。他国から来た学生たちが日本語で一

緒に話し合うために力をつくす姿が面白かったです。そして、学生たちを助けて、日本語でリーダー

シップを発揮するということがどんなに難しい事かも分かったし、もうちょっと熱心に努力しなくて

はならないと思うようになりました。 

 学校授業がない日には、学校で紹介を受けたホストファミリーに会いに行ったりしました。街を歩

いていると、日本にはやっぱりお寺が多いなと思いました。韓国のお寺にはいつもお坊さんのいるイ

メージがありますが、日本ではお坊さんの姿の見えないお寺もあるということがおもしろかったです。

ホームステイで韓国料理を作ったことがありました。韓国の食べ物の中では辛い食べ物が多くため、

辛くない食べ物を選んで料理をしましたが、ホストファミリーは「少し辛かったが美味しかった」と

言ってくれて、驚いた記憶もあります。ホームステイ先は韓国との縁が全然なかった家ですが、韓国

に対して普通の日本人が親切な考え方を持っていることも分かりました。逆に、韓国研究会に参加し

た時は、韓国に対して私よりもっと詳しい方々が多くて驚くことも多かったです。歴史については、

両国に対する意見を聞く機会もあって良かったと思います。 

 日本で様々なお祭りを見て回りましたが、その中でも「蛍祭り」というのが一番記憶に残っていま

す。串という地域を訪ねたとき、お祭りの行事を手伝いながら、「祭り」というものを肌で感じるこ

とができました。韓国では蛍を見たことがなくて、映画の中で見たのがすべてでしたが、実際に自然

の中にある蛍を見たら、映画とは比較もならないほど美しくてびっくりしました。蛍が舞い踊ってい

る姿は、まるで百万ボルトのトンネルを走り抜けているような気がしました。その他にもたくさんの

思い出がありますが、言い切れなくてもどかしい気持ちは隠しきれません。新しい場所で異文化交流

をするのは心配でしたが、山口の暖かい情があったからこそ、とても輝いた留学生活が出来たと思い

ます。山口県立大学に留学することができて本当に良かったと思います。どうもありがとうございま

した。  

 

 

 

 

 

 



安 ジンソル （2009 年度交換留学生、慶南大学校） 

 西ノ京とも呼ばれる歴史の深い、さらに自然の豊かな美しい山口を代表する山口県立大学での留学

は、一生忘れられない良い想い出を私にたくさん不えてくれました。そして、少数精鋭の上品でごぢ

んまりしている県立大学は、学生たちがまるで家族のようで私は厚い人情を感じることができました。

それに実力のある先生たちや充実した教育プログラムは他の大学では出来ない特別な成長環境を提

供しているのではないでしょうか。また、学生に対する学校からの支援は学生たちが自ら成長する強

い原動力になり、県立大学はこれからも無限な発展をするのではないかと思いました。 

 家族から離れ初めての外国での生活は私にとって非常に丌安でしたが、ホームビジット先の家族は

本当の家族のように私を受け入れて下さり、日本という外国がもう一つの母国に感じられました。私

のホームビジット先のお母さんは、手打ちそばがとても上手でしたので、その人の指導を受けながら

私も直接そばを打ってみたのが一番の思い出だと言えます。日本の昔からの料理を食べさせるだけで

はなく、自分で作って食べるという素晴らしい経験をさせてくれた日本のお母さんにとても感謝しま

す。 

 留学中に訪れて一番好きだった所については、山口と言えばやはり秋吉台ではないでしょうか。私

が生まれ育った韓国では見られない広闊なカルスト大地をはじめて見た瞬間の感激をまだまだ忘れ

られないです。そして、その広々とした平野の下に広がる秋芳洞は日本だけではなく、地球の歴史を

感じさせる魅力があると思います。 

 また、音楽が大好きな私は湯田温泉駅前の「だだ」というライブハウスで、火曜クラブという音楽

好きの人々の集まりに毎週火曜日参加するようになりました。年齢や職場をはじめ性別を問わない幅

広いそのクラブで、私は音楽を楽しむだけではなく、色々な人とたくさんの話が出来てまた勉強にな

りました。そのクラブに触発された私は、作詞作曲活動をして最後には自分のライブも出来ましたの

で、たいへん嬉しかったです。 

 授業では、茶道という授業が一番日本の文化を肌で感じた授

業だったのではないかと思います。授業ではお茶をたてるとい

う単なる動作を覚えるだけではなく、茶道の由来や歴史、また

茶道に含まれている精神的な面まで、厳しい指導の中で覚える

ことができました。毎週いろんな日本のおかしを食べられた上、

着物を着る経験もできて本当に嬉しかったです。授業の中で覚

えた「一期一会」という言葉は今でも胸の中で響いているよう

な気がします。  

 

丁 桂杰 （2009 年度交換留学生、青島大学）  

みなさん、こんにちは。青島大学から来た丁桂杰と申します。 

 一年間の留学は本当にあっという間に過ぎました。今は帰りたくないほど山口が好きになりました。 

 一年間の留学を振り替えてみると、辛いこともありましたが、充実した毎日でした。 

留学する前に、日本に来たら、どこに住むか、授業はどんな形で受けるか、生活はどうなるかなどな

どいろいろと心配していました。先輩に聞いても、丌安ばっかりでした。なぜかというと、青島大学

から山口県立大学に来る学生は私が三人目で、しかも先輩たちは大学院生として来ていたので、大学

生として行く私とは違いがあるのではないかと思っていたからです。 



 しかし、ここにきて、心配なんか一切いらないとわかりました。何でも学校が準備してくれました

し、何かあった時も学校が助けてくれます。心から皆様に感謝しています。 

 授業は最初の時はあまり聞き取れませんでした。90 分の授業が終わったら、頭が痛くなっていまし

た。しかし、学生チューターと先生たちのおかげで、日本語がだんだん上達して、授業が楽しく受け

られるようになりました。ほとんどの授業は日本人学生と一緒で、日本語の練習ができただけではな

く、たくさんの日本人の友達ができました。キャンパスの中でも、道でも、優しく声をかけてくれて

本当に心が温かくなりました。 

 この一年間で、中国でできないことをたくさん体験することができました。茶道についても詳しく

教えていただきました。自分の身をもって生の日本の生活が分かりました。その上で、中国と日本は

文化が通じるところがたくさんあるとわかりました。 

 そして、たくさんの国から来た留学生とお話ができて楽しかったです。

いろんな国の文化を教えてもらい、違う国の料理を食べさせてもらい、自

分の視野も広がりました。 

 一年間は短い時間でしたが、学校の先生の方々、学生たち、ホームﾋﾞｼﾞ

ｯﾄの家族の皆様と、たくさんの素晴らしい出会いができて、幸せだと思い

ます。みんなのおかげで、とても成長したと思います。この一期一会を大

切にしていきたいです。 

 

郭 伝灝（2008 年度卒業生） 

「ボクには夢がある、だから幸せだ！」 

 ボクは中国の北京出身。異文化交流に深く興味を持ち、2004 年山口県立大

学国際文化学部に入学した。旅好きなボクは最後の学生生活を充実させたい

ため、いつか日本全国への旅に出たいと考えていた。その後三年間をかけて

様々な下準備やトレーニングを重ね、やっと 4年生時の春休みと夏休みを利

用して、二回に分けて自転車での日本縦断約 6000ｋｍの道を完走した。 し

かし、夢の実現までは大変な道のりであった。まずは周囲の理解が課題であ

った。日本縦断という話をしても、誰も本気にしてくれなかった。実際の旅

に出た後も、悪天候との闘いだけではなく、持病や病、飢えなどといった肉体的な辛さと精神的な孤

独が伴い、大変辛いものであった。更にアクシデントが起こることも少なくなかった。苦労だらけの

旅だったが、その辛さを癒してくれたのが、様々な人との忘れがたい出会いである。初対面にも関わ

らず、とても親切にしてくれて、彼らと交流することで、大学の中にいただけではわからない色々な

面から日本という国について理解できるようになったと感じた。 旅をして、「人間丌信」から「人

が大好き」になった。更に、次の「夢」が見えてきた。ボクは自らの体験から「夢を持ち、チャレン

ジする」の大切さを自己証明した。今一番思うのは夢をあきらめないで、本当に良かったということ

である。旅に出る前も、最中も、ラジオやテレビ番組、新聞社、地域の国際交流団体、学内外の多く

の人々が応援をしてくださった。旅を終えてからは、写真展と報告会を開いてお礼の気持ちを表した。

それから、中国に一時帰国をして、家族に日本での出来事を伝えた。 卒業後は、日本の地元の会社



に入り、観光の仕事をする。いつか、中国と日本の間で行き来する人々にそれぞれの良さを伝える仕

事に力を注ぎたい。 

 

楊 殿閣（2008 年度卒業生） 

私は中国の農村から渡日した中国帰国生です。10 歳まで中国で過ごした自分

と、渡日して 10 年になる自分とを振り返ると、大学に入学してから将来に対

する視野が広がったと思います。留学生ではありませんが、ここに私のコラ

ムを載せます。「国際社会の場で活躍したい」という抽象的な夢をもって大

学に入学し、入学とほぼ同時にアルバイトと空手道も始めました。初めは友

達との遊びや空手道に没頭する日々が続きましたが、ある日、「大学は人生

の夏休みだ」と言う言葉を耳にしました。その瞬間から、私は大学生として

の時間の過ごし方について深く考えるようになりました。夏休みと言えば、「普段やれないことに挑

戦することが出来る」ということが連想されます。時間に余裕があるから、何かに集中して取り組め

る。つまり、「今しかない」という考えに至りました。大学生活は、実に「今しかない」期間だと思

います。自分の活動を自由に決めることが出来る場所は「大学しかない」と思います。私は、自分の

夢に近づくステップとして英語で卒業論文に取組み、大学院に進学しました。大学での四年間を通じ

て学んだことは、自分の将来に対する抽象像を具肖像として考える材料になったと思います。今、東

京外国語大学大学院に入り、JICA のインターンシップにも参加することができました。まわりには自

分より優秀に見える大学院生がたくさんいますが、「自分」を見失うことなく、「自分」だからこそ

できることを見つけたいと思っています。これから大学生になるあなた、「人生の夏休み」を山口県

立大学で過ごしてみませんか。 

 

申 福順 （2008 年度交換留学生、曲阜師範大学） 

「日本での一年間」 

 私は 2008 年 10 月 1 日に山口県立大学に交換留学生として山口県立大学に来ました。日本に来るこ

とができてとても嬉しかった反面、親を離れて外国で一年間暮らすという心配事もありました。しか

し、一年間という時間はあっという間に過ぎ去って、また帰国準備をしなければならなくなりました。

今私は嬉しいのか、悲しいのかよく分かりません。 

 この一年間私は日本でいろいろな体験をさせていただきました。最初は日本の物価が高くて何を買

う時もまず中国の元に換えて計算してから買い物をしました。授業もなかなか聞き取れなかったし、

日本の生活にも慣れてなかったので、最初は困ることがよくありました。しかし、だんだん日本での

生活や授業にも慣れてきて、日本の友達もできて、毎日が楽しくなりました。今も相変わらず楽しく

充実した一日を過ごしています。県立大学の先生方や職員、学生たちはみんな私に親しく声をかけて

くれたし、優しく笑ってくれました。何かいい情報があったら必ずすぐに教えてくれるし、何か問題

があったら大丈夫かと遠くからも訪ねてきてくれるし、日常生活で困ったことがあったらいつでも相

談に乗ってくれました。そのおかげで私は早く日本の生活に慣れることができたと思います。いつも

私たちに優しくしてくださった皆さんに心から感謝申し上げます。 



 日本語を勉強するだけではなく、日本の日常生活、文化、祭りなどに触れ合いながら、日本を肌で

感じることができました。本やインターネットで見たことを、私は日本で実際に参加して一緒にやり

ながら日本のいろいろなことを学びました。頭と体を一緒に使って学んだものこそが一 

生忘れられない、価値がある宝物ではありませんか。 

 今振り返ってみると、楽しい思い出ばかりです。中国

に帰って親に、友たちに会うことを考えたら早く帰りた

いという気持ちもありますが、山口県立大学のみなさん

とさよならをすることを考えると、まだ帰りたくありま

せん。沢山の楽しい思い出、体験を心に積んで中国に帰

って、周りの人々と一緒に分け合います。今までお世話

になりました。本当にありがとうございました。 

 

 

孫 作文 （2008 年度交換留学生、曲阜師範大学） 

「みんなにありがとう！」 

 こんにちは！曲阜師範大学から来た交換留学生孫作文と申します。 

 去年、桜が咲き始めた季節に日本に来て、また桜が咲き始めた今頃は中国に帰ることになり、とて

も寂しく思います。 

 一年間の留学生活を振り返ると、本当に楽しく充実した一年間でした。まず、たくさんの「初体験」

で、いっぱいいい思い出を作ることができました。学校だけではなく、地域をキャンパスとして、楽

しみながら、いっぱい勉強になりました。そして、山口に来て、いろいろな人との出会いも私の人生

の宝物になりました。県大の先生や友達、ほかの地域のみんな、なんでも、相談に乗って、助けてく

れて、本当に異国にいるという感じがしませんでした。「一期一会」という言葉があるように、出会

いがあれば、別れも訪れます。私は日本での出会いを大切にしたいです。「もちつもたれつ」である

ように、中国に帰ったら、出会う外国人を助けてあげたいです。また、日本人だけではなくて、ほか

の国の留学生と交流して、心も広がっていきます。ひとつの言語を覚えると同時にもう一つの考え方

もう出来るようになりました。 

 かけがえのない体験と出会いや成長させていただいた一年間にありがとう！まだまだ勉強丌足で

すが、中国に帰っても、頑張り続けたいです。  

 

  

 

 



劉 臙脂 （2008 年度交換留学生、青島大学） 

 中国の青島大学から来た劉臙脂です。2008 年 4 月から2009 年

3 月まで一年間山口県立大学で交換留学させていただきました。 

日本に来る前の丌安、来たばかりの時の興奮、これから離れる直

前の未練、顧みればこの一年間は本当にあっという間に過ぎまし

た。 

 山口にいる一年間、春の桜、夏の蛍、秋の紅葉、冬の雪、多彩な

四季の味を味わうことができました。朝、新鮮な空気を吸い、さら

さらと流れる水の音を聞き、輝いている朝日を浴びながら、ふし

の川の畔を散歩することが最高でした。そこは私の秘密基地だと言えます。 

 日本に来る前に、私はものすごく臆病だったのです。２年ごとに、青島大学で山口銀行杯スピーチコン

テストが行われます。その舞台にすごく憧れていました。心の中で、自分がその舞台に立っている姿を何

回も想像しました。でも恐くて、参加する勇気がありませんでした。いったい何を恐れるか、自分でも分か

らなかったのです。なかなか超えない壁があるみたいです。日本に来て、初めてスピーチコンテストに参

加しました。どのように緊張したかと言うと、本番を思ったら、お腹がすぐ痛くなるくらい緊張しました。そ

の間に、毎朝、ふしの川の畔を散歩しました。そこに行くと、緊張が解けることができます。そして一日の

エネルギーを蓄えることができました。勇気をもらいました。緊張感が漂う舞台で過ごした３分間が幸せ

でした。その舞台を好きになりました。心の中の壁を越えた達成感がありました。 

 自然に恵まれる山口で、優しい人もいっぱい出会いました。県立大学の先生方々、学生の皆さんに心か

ら感謝します。「ありがとうございました」だけでは、気持ちを伝え切れません。山口県立大学で留学して

良かった、本当に良かったです。この一年間は私にとってかけがえのない宝物です。心の中で永遠に大事

にしていきます。 「逢う別れの始め」と言う言葉を聞いて、ものすごく寂しいですが、「別れは新しい出

会いのため」を思えば、笑顔で「さようなら」を言えるではないでしょうか。 いつかまた皆さんに出会う

と信じています。皆さんとまた会える日を心から楽しみにしています。  

 

姜 炫旭 （2008 年度交換留学生、慶南大学校） 

「留学生の心構え」 

 日本に来て一年が過ぎた。最初は何も分からなくて、慌てて、

なかなか慣れることができなかった。 

 私は一年間、「山ほどのたくさんの経験をした」。下手な日

本語で一人で旅行したり、通訳したりして、自信感というもの

を身につけた。また、人とのたくさんの出会いを通じて、自分

の「人材財産」増やすこともできた。私は、このような成果が、

決して留学したから当然得られたものとは思わない。それは私

なりに立てた原則に即して、行動したからだと思う。そこで、その原則について話したい。 

 留学という特別な経験の中で、自分なりの原則を立てて生活することは本当に重要だと思う。その

中で、私が一番大切に思うのが「やる気」だ。このような心構えがないと、いくら頑張っても無駄に

なると思う。例えば、何かをするためには「恥ずかしさ」とか「恐れ」があるのは当然なことだ。そ

れを乗り越えないと前に進めない。これを乗り越えるために、私は次のように考えた。「私は留学生



だ。日本語が下手なのは当たり前ではないか。だから大丈夫。」こう思って、自分自身を励ますよう

にした。 

 二番目は、「自分に不えられたチャンスを自ら取る事だ」。山口は、東京や大阪に比べて留学生が

少ないことは現実だ。だからこそ、自分に不えられるチャンスが多い。これをいかすために、私は積

極的な姿勢に臨んだ。その結果、私はたくさんの大学生や社会人と友達になれた。 

 三番目は、「出会った人々との関係を大切にすること」だ。もちろんこれは、私が韓国に帰ること

と同時に終わるのではない。人とのつながりは、一生にかけて大事にしなければならないものである。 

 最後に、「家は寝るぐらいの場所だと思えばいい」。なるべく外で動きながら、生活することだ。

例えば、人々と交流するとか、旅行をすることだ。日本にいること自体が勉強だと思えば大丈夫。こ

のように考えた理由は、「一年もの間日本にいるのに、机に座って勉強ばかりしているのではもった

いないし、そのような勉強なら韓国でもできる」と考えたからだ。せっかく外国にきたのなら、直接

肌で接しながら感じるのが大切ではないかと思う。もちろん、決して学校での勉強をしなくてもいい

という意味ではないが。 

 これらが、私が立てた原則だ。もちろん人によって個人的な差はあるが、基本的に「前向き」「積

極的な心構え」を基本に、留学生活を過ごすべきだと思う。 

  

宋 恩珍 （2008 年度交換留学生、慶南大学校） 

「最高のプレゼント」 

昨年の 4 月から始まった山口での留学生活はいつのまにか一年が経ち、最後の月を迎えました。 

 高校生の時に初めて習った日本語が面白くて、慶南大学校に入ってからも続けて日本語の勉強をしま

した。山口県立大学の交換留学生として山口に行ける幸運を受け、「もっと日本語を習える」という考えで

とても嬉しかったです。日本に来る前には心配より一年間の留学生活について楽しみにしていましたが、

実際に来てみると、自分の下手な日本語を感じて、毎日ストレスのあることはもちろん、留学を放棄したく

なる気持ちになりました。話すことも、聞くことも、書くこともあまり出来なかったので、どこに行っても日

本語を使っている生活が難しかったです。授業はもちろん、発表も、レポートも山口県立大学生と同じもの

が求められたので難しくて、大変で、すぐ疲れました。そのたびに『韓国社会論』の先生や友達は私の大き

な力となり、おかげで日本語にも日本での生活にも段々慣れるようになりました。 

 日本語の勉強を無理やりしなくても、授業が全部日本語であったので、予習と復習を通して自然に勉

強になり、山口県立大学の先生と学生を見ながら習ったり、感じたりしたので、日本語の向上だけではな

く、自分の成長ができた時間でもあります。そして日本人学生や留学生たちとの交流も大事なことだと

考えていたので、勉強すること以上に一所懸命遊びました。それで、話すことが上手になったと考えてい

ます。 

 山口県立大学では、韓国だけではなく、中国、カナダ、フィンランド、アメリカの学生がいます。国籍がそ

れぞれ違う留学生との交流は新しい経験であり、彼らが持っている様々な経験と考えを聞くことを通し

て自分に大きな刺激になり、チャンスにもなりました。顔や住んでいるところは違うが、『日本語』という共

通の言語の中でたくさんの思い出ができました。 

 留学の目的であった日本語の向上とともに、自分の成長が感じられたということは、とても良かったと

思います。しかし、それ以上に、山口で出会った友達と作ってきた思い出や経験が、このような留学の目

的の達成よりも値打ちのあるプレゼントとなりました。 



 一年間見て、聞いて、習えたこと、そして値打ちのあるプレゼントまでしてくれた山口での時間を忘れ

ることはできません。皆さん、ありがとうございました。  

 

 

姜 廷（2007 年度交換留学生、慶南大学校） 

 

 交換留学生としての日本での生活は本当に楽しかったです。思い出

はたくさんありますが、その中でも去年の夏に行われたグロバール学

生交流のことが一番記憶に残っています。私と金ヘナさんは韓国語の

通訳のお手伝いとして、３週間プログラムに参加し、国際交流というの

を実感できました。また、大学祭で韓国のお菓子を作って屋台を出した

ことなど、楽しい時間を過ごすことができました。山口の優しい人たち

を絶対に忘れられないと思います。 

 

金ヘナ（2007 年度交換留学生、慶南大学校） 

 留学生活をしながら感じた山口県立大学はみんな優しくて、留学生を理解してくれる暖かいところでし

た。一年間の留学生活で一番思い出に残ることは、学校の祭りで店を出し、韓国のお菓子‘ホットク’を作っ

たことです。友達と一緒にホットクを作って売り、そのお金で、終わった後にみんなと遊んだことが一番よ

かったです。学校の祭りに参加し、直接関わることができて嬉しかったです。 

 


